
議
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

ζ

の
時
代
の
礼
論
、

札
説
の
開
題
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
と
、
問
題
と
ナ
る
方

向
と
、
問
題
に
対
ナ
る
論
誌
を
拾
し
ナ
ナ
め
て
い
く
い
き
方

を
乙
ま
か
く
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
出
一
回
人
は
礼
観
念

を
い
か
に
と
ら
え
た
か
、
ま
た
い
か
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た

か
を
明
ら
か
に
し
、
貌
国
一
日
を
ひ
と
し
な
み
に
礼
教
の
弛
廃
、

風
俗
の
混
潟
と
規
定
す
る
見
解
を
再
検
討
し
よ
う
と
ナ
る
も

の
で
あ
る
。
札
制
の
抑
制
密
化
、
な
い
し
そ
の
合
理
化
の
傾
向

は
、
し
ば
ら
く
措
き
、
主
と
し
て
礼
観
念
を
問
題
と
し
た

い
。
ま
た
錯
雑
し
た
論
説
は
、
当
然
そ
の
論
者
が
立
っ
て
い

る
揚
(
社
会
的
基
盤
を
も
含
め
て
)
か
ら
セ
パ
レ
ー
ト
ナ
べ

き
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
し
ば
ら
く
措
き
、
一
つ
の
試
論
と
し

て
、
中
居
文
化
意
識
史
の
一
コ
マ
と
し
て
の
説
奮
の
文
化
観

念
を
考
え
た
い
。

大
正
文
学
に
於
け
る
中
国
女
性
像

i
i
l森
鶴
外
「
魚
玄
機
」
に
つ
い
て

i
l

杉

森

正

弥

A
漢
文
V

に
造
詣
深
く
、
中
国
を
見
開
も
し
て
き
た
と
の
文

豪
が
、
中
閣
の
女
性
像
を
み
ご
と
に
描
き
つ
つ
も
、
辛
亥
革

命
の
誼
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ
中
に
沿
い
て
、
現
実
の

中
層
女
性
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

王
世
貞
と
友
宏
道

松

下

忠

学
界
の
通
念
と
し
て
は
、
五
世
貞
は
古
文
辞
派
格
調
説
の

主
張
者
、
震
宏
道
は
反
吉
文
辞
派
性
霊
説
の
主
張
者
と
し
て

真
向
か
ら
対
立
ナ
る
人
物
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
然
る
に
両
者
の
主
張
に
は
、
類
似
点
が
極
め
て

多
い
。
と
の
事
は
例
え
ば
、

ω性
霊
の
諮
の
使
用
、

ω詩
文

変
遷
論
、

ω学
問
教
養
、
川
向
復
古
の
説
、
同
白
蘇
に
対
ナ
る

私
淑
、
附
そ
の
他
詩
文
論
に
於
け
る
具
体
例
等
に
於
て
一
説
明

ナ
る
ζ

と
が
出
来
る
。
然
ら
ば
両
者
の
問
に
は
如
何
な
る
密

接
な
交
渉
が
有
っ
た
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
証
拠
は
適
礁
に
つ
か
む
と
と
が
困
難
で
あ
る
、
市

し
て
本
論
考
の
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
の
有
無
は
、
必
ず

し
も
問
題
に
し
な
く
と
も
良
い
と
思
う
。
以
上
の
諸
頃
に
つ

「
i
J

い
て
考
察
し
、
結
論
と
し
て
、
ー
性
窓
説
の
先
唱
は
玉
世
点

「
t

e

J

f

e

s

h

で
あ
る
と
と
。
日
更
に
思
い
切
っ
て
表
現
す
る
と
、
哀
宏
道

の
性
霊
の
基
盤
は
王
世
貞
の
詩
人
論
で
あ
る
と
と
を
明
ら
か

に
し
た
い
。高

等
学
校
に
於
け
る

漢
文
教
育
の
問
題
点大

野

知

二

L

学
校
に
於
け
る
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
上
の
問
題
点

Z

漢
文
に
対
す
る
、
認
識
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

円
べ
仏
教
科
書
の
単
元
配
置
に
長
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

4

漢
字
と
の
関
連
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

丘
漢
文
法
の
取
扱
い
に
沿
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

&
学
習
活
動
k

b
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

め
社
会
科
的
学
習
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か

糾
補
助
教
材
の
使
用
に
つ
い
て

門
人
漢
文
を
国
語
科
の
中
に
入
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

5学ミ

ミ会 2

2案ミ

Z報 i

O
昭
和
三
十
二
年
度
漢
文
学
会
総
会
次
第
(
六
月
三
十
日
)

〔
研
究
発
表
会
〕

一

、

沈

直

之

と

小

説

(

新

潟

大

)

内

山

知

也

氏

一
、
鄭
人
精
神
の
一
考
察
(
教
育
大
)
緒
形
暢
夫
氏

一
、
詩
人
と
し
て
の
曹
歪
の
評
価(

教
育
大
)
鈴
木
修
次
氏

一
、
説
晋
玄
学
の
実
相
(
北
学
大
)
加
賀
栄
治
氏

一
、
幼
主
の
服
忌
に
関
ナ
る
鳳
向
と
白
石
と
の

論

争

に

つ

い

て

(

香

川

大

)

藤

川

正

数

氏

一
、
論
語
の
外
題
に
つ
い
て
(
東
学
大
)
新
美
保
秀
氏

一
、
児
女
英
雄
伝
の
必
も
し
ろ
さ(

北
学
大
)
杉
森
正
弥
正

一
、
漢
文
(
中
国
文
)
及
び
漢
文
学
(
中
国
学
)
の

理
想
的
教
育
体
制
(
福
井
大
)
寺
間
島
竜
含
氏

〔
講
演
〕

一
、
民
国
、
初
・
中
期
の
経
学
綴
と
そ
の
資
料

(
教
育
大
)
内
野
熊
一
郎
氏

/
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〔
総
会
〕

一
、
報
告

L
庶
務
報
告

Z

研
究
報
告

丘
会
計
報
告

O
昭
和
三
十
二
年
度
月
例
会

心
十
一
月
例
会
(
十
六
日
)

鈴
木
委
員

鎌
田
委
員
、
前
野
委
員

安
居
委
員



雑

誌

会

鈴

木

古
川
幸
次
部
「
統
籍
の
詠
懐
詩
に
つ
い
て
」

1
1
8
中
間
文
学
報
5
号
・
6
号

発

表

会

新

美

保

秀

氏

自
本
文
学

κ影
響
し
た
論
語
並
に
我
国
古
伝
の
論
語

ム
十
二
月
例
会
(
廿
一
日
)

雑

誌

会

今

井

手

三

郎

氏

「
易
卦
源
於
亀
ト
考
」
(
崩
万
翠
)

(
援
史
諮
問
一
一
一
一
口
研
究
所
集
刊
、
第
廿
七
本
民
国
間
五
)

研

究

会

飯

田

利

行

氏

誤
読
せ
る
一
一
、
三
の
詩
文
に
つ
い
て

ム
一
月
例
会
(
十
八
日
)

雑

誌

会

中

村

部

八

氏

「
中
国
古
代
哲
学
論
双
」
文
、
史
、
哲
(
一
九
五
七
、
九
)

楊
向
姿
「
中
国
奴
隷
制
蔚
芽
時
期
的
天
道
観
」

楊
向
喜
一
「
五
行
説
的
起
源
及
其
演
変
」

揚
趨
「
先
秦
陰
陽
五
行
説
」

発
表
会

「
翠
詑
論
考
」

ム
一
一
月
例
会
(
廿
二
日
)

研
究
発
表
会

術
よ
り
見
た
る
黄
老

宮
体
詩
に
つ
い
て

魯
迅
の
評
価
に
つ
い
て

。
昭
和
三
十
三
年
度
漢
文
学
会
総
会
(
六
月
廿
九
日
)

〔
研
究
発
表
会
〕

一
、
主
弼
繋
辞
伝
注
の
存
在
に
つ
い
て
藤
原

一
、
書
道
博
物
館
蔵
甲
骨
文
字
貞
人
の
一
考
察

拶
次
氏

長
文
定
正

摺
汚
昭
彦
氏

田
部
井
文
雄
氏

飯
田
吉
郎
氏

高
男
氏

青
木
木
蒐
哉
氏

一

、

街

人

精

神

に

つ

い

て

緒

形

暢

夫

氏

一
、
米
沢
本
黄
諮
問
夫
刊
本
史
記
の
特
色
に
つ
い
て

水
沢
利
忠
氏

一
、
競
普
の
礼
説
に
現
れ
た
る
一
傾
向
加
賀
栄
治
丘

一
、
隷
釈
に
現
わ
れ
た
喪
服
礼
の
諸
問
題
藤
川
正
数
氏

一
、
大
正
文
学
に
於
け
る
中
国
女
性
橡
杉
森
正
弥
誌

l
l
i森
鴎
外
「
魚
玄
機
」
に
つ
い
て
1
1
l

一

、

王

世

貞

と

哀

宏

道

松

下

忠

民

〔
漢
文
教
育
討
論
会
〕

問
題
提
起
者
グ
高
等
学
校
漢
文
教
者
に
於
け
る
問
問
題
点
4

(
都
立
北
野
高
校
)
長
谷
川
節
三
氏

(

グ

向

丘

高

校

)

大

野

知

二

氏

〈

が

赤

城

台

高

校

)

月

潟

議

氏

(
教
育
大
附
属
高
校
)
大
木
春
基
氏

(

H

H

)

尾
関
富
太
郎
氏

O
昭
和
三
十
三
年
度
月
例
会

A

十
二
月
例
会
(
六
昆
)

一
、
発
表
会

対
句
鑑
賞
発
生
試
論

!
i特
に
千
載
集
佳
勾
成
立
以
後
に
於
け
る
対
匂
に
対
ナ

る
意
義
1
1
9

ム
二
月
例
会
(
七
日
)

一
、
史
記
老
子
伝
批
判
の
変
遷
並
び
に
私
見

(
史
記
老
子
伝
の
一
考
察
)
緒
形
暢
夫
氏

二
、
厳
復
の
天
演
論
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題

木
村
郁
二
郎
氏

菅
野

礼
行
氏

O
昭
和
三
十
三
年
度
漢
文
学
関
係
講
義

ト
ぃ

斗
J
1

隊

東

海

講

師

同

専

門

科

目

内

野

教

授

。

中

国

思

想

史

。
中
国
哲
学
演
習
(
礼
記
)

o
中
国
哲
学
概
論
並
特
諮

o
中
国
哲
学
演
習
(
易
)

o
日
本
漢
文
学
演
習

。
中
国
哲
学
演
習
(
諸
子
)

O

H

H

(

図
書
)

o
比
較
文
字
論
(
漢
字
論
)

o
中
国
語
法
研
究
法

。
中
国
文
学
概
論

。
中
国
文
学
演
羽
田
(
晩
唐
詩
)

o
中
国
文
学
講
読

(警世通一一一一口)

中
国
文
学
演
羽
田
(
曹
植
詩
)

中
国
文
学
識
読
(
京
本
通
俗
小
説
)

中
国
言
語
学
演
習

史
記
講
読

中
国
文
学
史
(
現
代
)

日
本
漢
文
学
史

け
一
般
教
育
科
目

内

野

教

授

ト

本

段

受

，ノー

2
3
1

円

凶

e

'

十
守
e

同

一

般

諾

学

牛

島

助

教

授

j甫

議

1/ /ト1/

ふ
A
?

，
寸

ne

教

銭t

教

国

I! グ前牛?可 ν

野島野

助助助

教教教

授授授

小今 水際 M 鈴 ν

東木
聖子村沢

海助

I! 議教

師授

11 I! 

漢
文
学
識
読
(
思
想
)

H

H

(

文
学
)

a
j
 

i
 

~
F
S
 

A
ド
h
ド

中
国
語
一
(
講
読
)

グ
(
文
法
作
文
)

中
国
語
二
(
講
読
)

中
国
語
一
(
グ
)

中
国
語
二
(
ゲ
)

中
国
語
(
会
話
)

授
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